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「あたりまえな」島暮らしの豊かさ
母方の祖父が佐島の出身です。空き
家問題がきっかけで５年前、30年ぶり
に佐島を訪れました。３年半前から空
き家再生のため島に通い始め、平成28
年４月に「古民家ゲストハウス汐見の家」
として開業しましたが、すっかり島の魅
力にハマり、島通いがおさまる気配はあ
りません。
「こがな何

なん
もない島に何

なん
しに来ょん」

と、当初は島の方にしょっちゅう聞かれ
ました。今でも島の素晴らしさを語ると
「そげなあたりまえのもんが面白いかの
う」と笑われ、なんと贅沢な、と感嘆し
ます。
自然、歴史、文化、産業、人、どれ
も語り尽くせませんが、季節に寄り添っ
た丁寧な暮らしと温かい人づきあいに
は、都市では望むべくもない豊かさがあ
ります。春の大潮には阿部直江さんに

声を掛けていただき磯遊びをしました。
ご近所から野菜、柑橘、魚介類をお裾
分けしていただくことも多く、折々の自
然の恵みと人情が身に沁みます。「汐見
の家」が縁で移住や長期滞在をした方
は14人に上りますが、誰もが暮らしの
豊かさと人々 の温かさを語ってくれます。
また、島の方は皆さん「田舎もんじゃ
けん」と謙遜されるのですが、北米移
民や海運の歴史を持つ弓削・佐島は海
外経験や海外に住むご親戚のある方が
珍しくないグローバルな島です。今年
90歳の田坂八郎さんから「わしゃあカ
ナダ生まれじゃけん」と言われた時の衝
撃は忘れられません。まだまだ知りたい
ことがたくさんあります。
島の方にお会いしに、島の魅力を味
わいに、これからも島通いを続けたいと
思います。

西村暢子さん（52）
商社勤務
東京都杉並区在住
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お知らせ
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が
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カ
ー
ド
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追
記
す
る
必
要
が
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り
ま
す
。
転
入
届
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提
出
す
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際
に
、
転
入
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の
市
区
町
村

窓
口
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

ま
た
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「
通
知
カ
ー
ド
」
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所
変
更
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を
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、
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上
島
町
で
は
、
地
球
規
模
で

の
環
境
保
全
お
よ
び
環
境
問
題

に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
町
内
の
住
宅
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ

る
方
に
対
し
、
費
用
の一部
を
補

助
し
ま
す
。
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ｋ
Ｗ
あ

た
り
４
万
５
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８
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付
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取
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景
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づ
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取
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組
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団
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グ
ル
ー
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募
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。

団
体
（
グ
ル
ー
プ
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は
、
既

存
の
団
体
で
も
、
新
た
に
つ
く

る
団
体
で
も
結
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で
す
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ご
近
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と
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に
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の
支
援
を

行
って
い
ま
す
。

身
近
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取
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に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
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が
多

発
し
て
お
り
、
捕
獲
隊
（
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友

会
）
の
方
が
捕
獲
を
行
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い
ま

す
が
、
人
手
が
不
足
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
農
家
の
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年
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を
さ
れ
た
方
、
休
日

な
ら
活
動
で
き
る
町
民
の
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様
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友
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９
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、
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ら
猟
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検
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。
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又
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死亡叙位の受章のお知らせ
●平成28年11月29日　（叙勲）旭日単光章
　故　大林　晃利氏　元魚島村議会議員

●平成28年12月25日　（叙勲）旭日単光章
　故　竹林　秀夫氏　元上島町議会議員

キャベツの重ね煮

旬のキャベツの
うま味たっぷり！
スープも一緒に
いただきます

キャベツ ・・・・・・・・200ｇ(約5枚)
玉ねぎ ・・・・・・・・・1/2個
合いびき肉 ・・・・・・・150ｇ
人参 ・・・・・・・・・・50ｇ(1/3本)
　　薄力粉・・・・・・・大さじ1/2
　　溶き卵 ・・・・・・・小1/2個分
　　塩・・・・・・・・・小さじ1/5
　　こしょう・ナツメグ ・少々
　　湯・・・・・・・・・150ｃｃ
　　コンソメ ・・・・・・1/4個
　　酒・砂糖・バター ・・各小さじ1
　　しょうゆ ・・・・・・小さじ1/2

A

B

1　キャベツは、たっぷりの熱湯でさっとゆでる(水にくぐらせ

て、レンジにかけてもよい)。芯はそぎ切りにする。

2　玉ねぎ・人参はみじん切りにする。

3　ボウルにひき肉を入れて練り、Aと2を加えて粘りが出るま

で混ぜ、2等分する。

4　厚手の浅鍋にバターを塗り、キャベツと3を交互に重ね、

最後にキャベツでおおう(芯も一緒に重ねる)。

5　Bを加え、クッキングペーパーの紙蓋と鍋蓋をして火にかけ、

煮立ったら弱火にして20分煮る。

6　食べやすく切り分けて器に盛る。

●作り方

●材料（2人分）
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